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①基礎的 ，要素的念国商学力としての文字力 ・語い力 ・文法カゃ，読解力と しての大意 ・要旨 ・要










































































ιんとの説解指導上の総題をふまえ，r読みの継時性tlL~pする読解指導」 という研?主題を設定 し 3 9 
年度以来，以下の研究計画で研究を行念ってきた。
2 研究の年次計画
ア 3 9年度 読みの様態C究明 研究紀要第48集K所載
①事例的研努
@ 集団的調査








































力 説了時打:おいてtr:.文中tておいて特K印象深〈読み取られた語 ・匂 ・文 ・文章が意識の中rいつま
でもその残像をとどめ，それらが中心となって文章全体の享受が行なわれる。
キ 文学的文章の読みVておいては，主観的要素が強〈はたら〈。子どもは，自分の既有経験 ・感情 ・想
像力・自己の問題意識ーーζうした主観的要素を基盤として文章Kたちむかう。
ク ー絞的に言って，子どもの読みの発達段階は次のよう念道をたどる。主観的 ・感情的念読み(印象












































































I-~~ ら ， 海へかえっていき念。 」
そういって.ふさは，手の中の子がKを.青黒い波の中へ，ヅャブンと友げいれ


















































































次 五¥之? 実 験 授 業 →".以子一， 級 比較学級
学校・学年 ・組 A小学校， 5年a組 同左 b組 同友 c組
2 調査問題 Q 知能偏差値・国語成績 授業お主び a組と同じ a組と閉じ
次 実験授業 1 2月 1B・7日 調企Rの検 1 1月 29日
調査問題 R 1 2月 7日 討 1 2月 1日 1 1月 25日
学校 ・学年 ・組 B小学校 ，6年a組 同左 b組 同左 c組
5 調査問題 Q 知能偏差値・国語成績 授業および a組と同じ a *Jlと同じ
次 実験授業 1 2月 5B 調査Rの検 1 2月 8日
調査問題 R 1 2月 6日 討 1 2月 9日 1 2月 6臼
く注〉。笑験授業学級の調査問題Rによる調査は笑験授業の翌日行念い，所要時聞は 70:分とする。
。調査問題Q~:i:，国語主主力調査を行念う予定のものを事情K より表のように変更した。
。実験授業は 1日のうちtrc45分授業を 2時間 ，計 90介とする。




















文章の 中心となる発同 予想される反応 指導の要点部分
① ①の部分K警かれている かわいそう・かわ 未読部分①を読み
子がKのようす~'(，どん いい ・おもしろい 進ませ，@との関
在感じを受けましたか。 ふしぎだ念どの印 速でとらえさせる。
-8-


















@ |ふ主は， なぜ，暗〈念つ 夜はつかまらない 「悔の小さ1量生き ②のふきの怨{象した乙と
た海へ子t'vcをはなした -早〈逃がしたい 物は海へJ*-eの を線起し，怨{象内容K即





④ I (1)との部介の海べのよう さみしい・しずか 情景械写の部分の さみしい ・しずか念 どの
すを書いてあると とろを をどのとらえ方を 表現を読みたどら 感じKそったとらえ方を
読んで，どん念感じをう する。 せる。 すみようVてなる。
けますか。
(2)海のようすを書いたあ 「か十てをふきの希@の前半の既読部 さみしい ・しずか念どの
との方に 「ふきは，はい 望.どおりには念す 介の情景措空手をj慰 情調にそったとらえ万を
色のすなはまをサク ，サ のでうれしい。」 起させ，心情をと ずるようK'IJ:る。







文章の 中心となる発問 予想される反応 指導の要点 到達 目標部分
いき念。」といったとき， でさみしい。 jí~， ぇ9.①の部分治、 のはうれしいが，別れる
ふさは，どん念気持ちた' Kをは在してやる ら)1庚次読みたどり のはさみしい。」のよう
ったでしょう。 のでうれしい。 J 意味内容を想起さ K多面的，総合的念とら
などの一面的念と せる。 え方になる。
らえ方をするc
(2~ iかvr.海へは在して 「かKと}lIJれてさ llVC続いて文章全 「かUてをはなしてやった
ゃったよ。 Jムいったと みしい。JiかKを 体VCtLちかえり， のはうれしいが，日1れて l
き，ふきはどんな気持ち は合してやってう ①の部分から)1負次 さみしい。」 のように多
だったでしょう。 れしい。」念どの 怨起させ湾えさせ 面的・総合的なとらえ方
一面向をとらえ方 る。 ~ζ 1x. る。
を寸るc
(3) iあら， よかったね。」 「いいととをした (2)VC枇いて文章全 「ふきがよいととをした
とおとうさんはt どんな ふきをほめるo ..i 体Kたちかえり， ので，ほめ念~.ら， ふき
気持ちでいっているので 「さみしいふきを ①の部分から績次 のさみしい気持ちを考え



































B 同じ⑤の部分で 「かK.海へ，は念してやったよ。 !といったとき，ふきはどん念気持
ちだったでしょ うか。
あ左たは，どうしてそのように思ったのか，説明して〈ださい。































p ひかtj)， 1 J7 うっすらとi
どィ ηしきが 〉 ありありと〈ィ はっきりとPとうつって見えました。
!ワ 念みおとがI lウ ぼうぼうとl
Iア ，心をな〈して1 仁ア たのしさ 1 
無心K<ィ 心待ちよく 〉あそんでいるるりさまJィ ょうす 〉
V むじ中主f'C 1 け ありEたさ7

















ウ 早くかKをは念してやbたくて，さっさと先にいってしまっJるとと。 I_// 
エ チがKとわかれるさみしい心を思いきって，は在してやろうとしているとと。
六⑤の部分で「かに，海へ，はな してやったよ。 」といったと き，ふさ，は;どん*気持ち











① 評価の視点 " ¥ 
調査問題R院自由記述法にはるため.その判ほi:'VCあたり視点を明確Kしてお〈ととがたいせつである。

































.寸守二 i，ìi~，二 ♂ 
l 1 調査の結果
、〆Jさhτy;.乏 、ソ、IJ凡3干's ':¥1ふlヌ)."".. 、，)ヲ?、，~; 斗コ( Iに μt守吋旨1除主 J人、
!調査結果の築計 - ζ;:.， ，-.'ハ -Iリ3 全仁~:iコ沖1
圭訊崎査問題Rκ対する子どもの応答を評価の視視，点カか‘4七2.c.i¥今トR:戸dて(，到達旦操作達、快fヒ点問主尾iモtEft-各掌締どと
および各問題どとの人数の集計は〔表2J(Q-:と斡りで鼻る'?~ • F~ j._ "_ c'" ~ :、i1'，;" 
、F，、、-
-
- .~_ I .‘~ 、二1了.-‘主み司崎にー;入プ " l;-，; 戸・ 1うrJ子 :-.~J で「ぷ f-'LS ，'・ー 三
???
相コー~!'" .:. 






問題番 号 p 雨戸.;ri:¥.:，;，:-
4 5 6 7 8 9 
y 勺 了、 べ .. ..'1 ".む」コヒヰ句'・ 2オ 'R_;，.t:J
1 7炉 、z， 0 "，1u4司 ."'， ，.1，ミ".+2口一 也 3，
./~ I -.._川・ J・ '-0， ;_" 】~ _.r・l 寸
:-2之 1 五 5ぷ鍛少1死









1 4， 8 2 !:) 1 5 2 2 ? 9 
2 8~~ 2 1、，-1" 1. 4・旨て3 1 ア 7~ ~ 1 7 3 2~* 3 7?渓4 0.
次
.-I- ~:';';J"， I 
午，;:'1' ~I 瓦 ~'6 ~ 、c'l 3'9 
A ・6・b




















1 7 1 5 5 2 1 2 2 中 1 8 4 _ 
2 A ・5・b 4 2 ~ 2・2桜 2 9事長※ 14 2 5※ー ミ3※ 2 0※ 包- 千‘5 .6 .・
， 1 6 2c 2ごε ー 6， 2. 9 ， t 6 1 0 1 1 、5
次 A ・5・c 3 9 』 ー九ー.一~ 
4 
2 0 1 6 1 3， 2 5 ・-2: 1 1 8 1 6ヲ ω ?、
B ・6・a 4 2 
3 4~縦 ‘ 3 7~滋r-E 3・2獄 、32 2 8※ 2' ;r法 ニ20※ 2 空ニ
3 
2. 5 ，礼 ~LQ-~， I 1 5， 2 ~7 -2.γ4 t! 1. 1 Q-~2- 6 
B ・6・b 4 3 
5・4※ 3 8・総渓 2 6※ 3 5※ ， 3 4 2 2.・渓 r 5_， C~ '1 1 
次
1 5 2 0 ? 2.6. _"，: 2'.')c ，.1 3 -，-8 4 
B ・6・c 4 3 
J降， . 
<注〉。対象学級の項のA ・6. Cは， A小主主枝 ・6年 ・c組を示す。




問題別K行在 った結果，危険翠 5%以下で有意差の認められるもの ，・従来除問じ<~ 1も労以下
の危険率で帯意差の認めらねる もーのを示す。 d • J-r 
(2) 調査結果の概観 、f4rYぶ..'-モ .J4 必需J.~~ .: f，J.:=~ ~.~ ~f r j .~-~ ・主同号}呉川、?




との両者の比較Kよる宣告祭は，以後，参考と t三て述べるKとどめるo._j沿い 王 出
イ 授業前と授業後との調賓結果の比較 rψ l.bri¥ 同許可ーも占士守'，\~. て一三事 。
実験授業主位紛と比較~r'JV との比較は:段味がうすいため. ~1受業学酔a ハ b ~れそ汁L!'(フいも授業前
と授業後の調査とをよ包粧し川頭者五2間β起の差@検定倉時絡先IJI'.:-I喝短期~K行，なった。ヘ f _ ，. ，1 
その結果 I 1次 ，2Vz.3次の!聞であとの実験授業会え締vc1.l-・ .0-路左右意差のある問開~~~ <念ってい
る。 1次授業自主級のよう1'(，有意な問問の少ないさ羊級Kついては，授業の実療との相互調係で考たられ
1J.ければならず，授業の実際か.2検討，ミれ左中ナれは1ら念い。:安部有意と認められる問題の多ぬ艶紛
Kついても ，授業の実際との関連で，検討されな巾ればならない。主τ，.L.、_..") jjj 
I~" ~ ( 1 \~ ~ ..-荷山 tl ・~ I 
















カ ?日分授業のうち 45分後VC1 0分の休憩をとったとと。
(1) 読みの継時性に即する指導の結果とそのう診察
教材「子がVCJVCついての笑験授業は. 1次.2次.3次研究対象若干のa. b学級計 6学級に行なっ






ア 対象児童 5次研究対象群 B校.6年.a組 4 2人(男 24人，女 18人)普通掌級
イ 授業 ・調査の実施時日
。実験授業 1 2月5日 2時間(9日分)





P全 読む0 ・・ ・・・・・・・・・・・・・・。
T2 はい，やめ~さい。とのお話Vては誰が出てきますか。別のととばでは登場人物と言います






















Tn あbありとうつって見えました。は，はっき bと今ヮ・ 2て見えましたですね。
TI2 oの終わりの方の無心K遊んでいるありさまの無心とibりさまはどん念意味ですか。
p.w 何も考えず，むじ宇きK遊んでいる様子です。




































T6 先生の考えたいろいろの感じですが，かわいい ・かわいそう ・おもしろい ・ふしぎのよう




P 挙手 約 10人
T6 かわいい感じだなと思う人手をあげて〈ださい。
P 挙手 約 5人
TQ おもしろい，ユーモアがあるよう左感じをうけた入手をあげてください。
P 挙手 約 10人
T.o めずらしいようを ，ふしぎ念 ような感じをうけた人手をあげてくださいe
'P 挙手 約 5人
T" それでは，みん左ひとりひとり@の方も読んでみ念さい。
P会説む。 -…………………一 。










P 挙手 約 2U入
T" かわいいという感じのすあ人は......0
P 挙手 約 15人
T" おもしろいや，めずらしいような，ふしぎのような感じの人手をあげ念さいの
P 挙手 約 5人
c 調査結果 (問題 2の結果)
授業W! 2 0人/42人 授業後 3 4人/42人 ( ;有意である)
比較さ三級 10人/43入














ウ 授業前は調査結果Vても示されてhるようVC，4 2人中 20人の子どもが，未読部分②への文脈の展












じがすゐリのよう K文脈陀即したとらえ方をするよう VC~ る。授業後の調査では 3 4人の子どもがとの
とらえ方をしている。





























1 J 1 下
問 寵
2 5 4 5 6 7 8 ? 
o 0 0 0 0 0 x 0 
o 0 x 000 x 0 
o 0 x 0 0 0 0 x
× × × 。× × x 0 
000 x 0 0 x 0 
o x 0 x 0 0 x × 
× x 000 x 0 x 
xー-x x 0 × × × × 
o x × x 000 x 
x 0 x × × × 〉え × 
000 0 x 0 x 0 
x 0 x 0 x x 0 x 
o 0 0 0 0 0 0 x 
000 x 0 0 x 0 
x 0 x 000 × × 
x 0 x 000 × × 
o x × 。 x x x 0 
× × × × × × × × 
× × x 0 x × × 


















































P全 書<0 ・ ・・・・・ ・・・・・ e。





















P 主義手 約 15人
T. 1若の言ったようKビーズ玉みたいな二つの目で何かを見つめていゐので，海へ帰りたい
のだろうと患って。と同じ考えの人手すそあげなさい3
P 挙手 約 10人
T. たった-gでいるのでかわいそうになって怨像したと思う入手をあけな事い。
P 挙手 約 5人




民業後 3 7人/42入 (有意である)
ア と ζでの中心となる発問は，①K具象的lモ摘カ通れている子が~を見てふきが想像した理由を問うと
とにより，ふきの子がVC(1[対する気持ちをとらえさせるためのものである。


















ζの場面の授業全体をとおして.読みの継時性(IL悶]し， T 5の発|唱に対すん P.Iの応答κ続いてP・k





















T! N f¥の意見とちがいますが，@で夜のがを想像したからかκを海へ逃がしてやろう とヨ皆え




P 挙手 約 15人
T. それでは，N;g-の言った夜1-:1:人がいないので逃がしたいと考えた。止いじ考えの入手をあ
けとて〈ださいe
P 挙手 約 10人
-23-















さんは ，r海べへ。もう， I!音〈念ってしまったじゃないか，ふき。 Jと言いましたね。す
ると， rだから，わたし，いきたいわ。夜の波の中へ，ちっちゃなかvc，は左してやPた














Tl4 そうすると S君の考えKちかいですね。 ....0s君の言った@の部分で夜の海を想像した
からは念してやろうという意見に近い入手をあげてください。
P 挙手 約 25人




c 調査結果 (問題 4の結果)


































子がKがかわいそう yc 念 9，夜t.r ら念おぎら子デ!Jt~てをはなしてや h たν、 jというとらえ方lに走ると思わ
れる。とのよう念子どものとらえ方は，他の長業主詑級での 「想像した海も夜で，今も夜だから」という
応答からも納得できょう。































P 挙手 約 20人
p.S ちょっとだけどさみしい感じがする。
To さみしい感じもすゐと思う人手をあげてください。












サク，サク ，とふんで波うちぎわVといきました。 と書いてあ りをすが， 乙の時のふきの
気持ちはどん念だったでしょう。カー ド(![書いて〈ださい。
P 筈〈。・…・・・…-一・・・・ 。












問題 5の結果 授業前 2 5人/42人 授業後 3 2人/42人 (有意差左し)
比較主主級 2 6人/43人







ウ 諦査の結果 ，問題 5は，情景摘写の情調をさみしρ ，あるいは悲しい左 どの情調で応答した子ども
が，授業前の調査で 25人が授業後では 32人(![1x!J， 問題 6のふきの気持ちκついて，子治qてと5JIJれ
るさみしさ，悲しさの情訴をも った応答は ，授業前で 21人が授業後では 29人K増した。
比較単級では ，問題5・4それぞれ 26人， 2 3人の応答があった。
ζの学級では授業後の応答;0;授業前の応答よりその人数が増してはいるが，向調査の結果についての
検定では，いずれも有意差は認められず ，偶然か，あるいは ，数回の読みに よる ものとも考えられる意
味のうすい誤査Kなった。 ζのととは，指導の意味も，したがって ，仮説の意味もうすいと言えよう。
との問題場面の， T. • T.の教師の発問Vて対する子どもの挙手tてよる応答でもわかるよう 1[.海べ
の情景描写の情請については ，さみしい ，静かをどと蒋易K予想lそそったとらえ方を した。指導前でも
仁表 2)の調査結果tてみられるようK大半の子どもがとの工うをと らえ方をしている。したがって指導
結果とは大差が1xい。















C表 2J(rCより，各実験授業学級の，授業前後の問題 5・6の調査結果を見ると ，大部分のさ羊級で，
授業後の調査結果の方が授業前のそれよりも優位であるととは言える。























P 挙手 約 20人
Td は念してやってよかったという気持ちだと思う人手をあげて〈ださい。
P 挙手 約 15人
T， 早 〈はなしてやbたいという気持ちだと思う人手をあげて〈ださい。
P 挙手 約 20人
Ts とれからも しあわせにくらし左さい，という気持ちと思う入手をあげてください。



















P 挙手 約 20人




P.N @の所で，親:!J!~てと子が(1"[がたがいK よ Pぞいながら無心K遊んでいるととを想像したと
とから逃がしてやってよいと思っている。
'1"8 今のN君の意見K賛成の人予をあげてください。
P 挙手 約 15人
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p.O ②の所で小さな "ñ.~.ζたらが親が~C とのっしょ Kたがいに.c!>ぞいながら遊んでいる所で，
ふさの見ているとの子がvcvcもそうしてやbたいと思フたから。















授業後 2 8人/42人 (有意である)
ア⑤の部介は，との文2誌の終末部であ!>，しかも，ふきやその父の気持ちの最も緊張した場面である。
ζの場面で，ふきや父の気持ちが最もよ〈表現されていると思われる誇・句・文についてふきや父の






















































P.I ふきは ， かVL~ト逃がして しまったんだからさみしい気持ちじ平 ないかと患います。
P.N ゃっば!?rは念してやったよ。」だから 「はなしてやったよ。」と逸って ，普通元気K言






お それは ，いい気持ちでしょうか ，さみしい気持ちでしょうか。
P.K いいと とをしてやって ，はればれした気持ちです。
T. それでは，逃が してやってさみしい気持ちと息う入手をあげてください。
P 挙手 約 35入
T. かにをは念してやっていい・ととをしたんだから ，うれしい ，いい気持ちもあるなあと思う
人手をあげて〈ださい。
P 挙手 約 5人
T6 K君の言ったよう念いい気持ちはあPませんか。さみしいというととだけですか。
P.N さみしい気持ちもあるが ，f.i iをしてやってよかったという気持ちもあります。
T7 みん念はどうですか。は念してやってさみしい気持ちと ，よかったよう左 ，うれしいよう
な気持ちのどちらですか。さみしい気持ちだと想、う入手をあげ?tさい。
P 挙手 約五 5入
'1・8 は念してやってうれしい気持ちだったと思う入手をあげて〈ださい。
















C 調査結果 (問題 8の結呆 )
授業前 1 6人/42入 授業後 2 7入/42人 (有意である)
比較学級 8人/43人
d 岩祭
ア その 2では ，その 1でふきが子がにをは7をしてやる瞬間の気持ちに次いで，は在してしまった直後
父U亡知らせる話の内容を契機Kしてふさの気持ちをとらえさせるた何うに発聞をした。
イ その 1でとらえたふきの気持ちK基づいて，子どもが ，その 1と同様K全文章の意味内容を想起す
るととKより総合的Kふさの気持ちをとらえるよ勺VC考え仮説はその 1と同じにした。全文章を読みた
どる作業は ，その 1で行在っているので略した。
ウ 調査結果をみると ，1"かKをはなしてやって，ふきはさみしい気持ちだが ，よいことをしてうれし
い気持ちだ。」などの総合的なとらえ方をした子どもは ，授業前の 42人中， 1 6人だったものが ，授業
後は 27人VCi.rり，その 1でのとらえ方とほぼ同じ傾向を示している。
〔表 2)により ，全研究対象学級の応答状況を見てもわかるように，⑤のその 2， (問題 8)に対す





第 11モ考えさせられる ζ とは，とのよう念主題に迫る心情のとらえ方Kは，諸要因が微妙にはたらき，
とらえ方iてニュアンスの違いを生じさせるというととである。





〔表5) 問 8VC対する一面的応答の分析 と同様VL1"さみしい」ェュア
|、内¥容、対象建若設手 1次研究対象群
A6a b c 
うれしい q 5 1 4 
さみしい ι 1 8 J ー，
その他 ヲ 5 1 1 
2次研究対象群
Asa b c 
1 ? 1 4 1 6 
1 1 7 5 
? ι 7 
3(!:研究対象君主
B 6 a b c 
5 1 5 2 0 
8 8 7 


















も関係しよう。 一方，授業中との場面における子どもの発言のし方Kも関係しよう。との学級では， T2 
の発問itCl欠ぐ， P.I ， P.N ， P・Hの応答が大き〈影響しているととも考えられる。しかも ζれらの応答
は， ζの場面十ておける最初の段階で出たもので影響は大きいと思われる。






























































Tg K君と S君の言ったととは ，とちらが正しいとか誤りだとか決めKくいと患います。ほめ
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る気持ちがはいっていたと思う入手をあげて くださ11>0
P 挙手 約 25人
TJO いや，しかし，ふきを慰める気持ちもはいっていたと思う入手をあげてください。
P 挙手 約 2日人
Tu はい ，そうですね。かんたんKどちらかとは決めに くいと思いますね。さっき誰かが言っ















して，相関して翫み取る ζ とがたいせつであろう。 ζの意味で中心となる発聞をした。
イ との場合も，指導のねらいは，その 1，その 2と同様である。ふきの気持ちでは左いが，ふきの気
持ちKそって考えられる父の気持ちを ，多面的，総合的Kとらえる指導を意罰した仮説である。
ウ その 1 の調査結果を見ると，授業前の調査と比べ有意ではあるが，総合的念応答の比~は低い。
との ζ とは，調査対象Kした全学級についても 〔表2Jのとおり ，同じく ，総合的念とらえ方は，他の
問題の結果に比べその比率が低い。




その 1の:場面で ，ふきの気持ちを総合的にとらえ，ぞれK基ついて ，その 2の場面でも総合的にとら










〔表2Jでわかるようvc，一般に ，その 1よりその 2，その 2よbその 3と，次第に総合的なとらえ
方の応答が少念くをっている。 ζれは ，調査を自由記述法で行設ったととにも大き念原因がある と恩わ
れる。








一面的ではあるが，子どもひとりひとりの感じ取b方の違h や，その感じ取 D方の根拠を ，読みの継
時性vcNPして，文章の官頭部から末尾まで読みたどらせるととによb確かめさせるととも(1(，さらに ，
多面的 ，総合的をとらえ方をするよう左指導がた凶せつであると思う。
との学級の場合は，そのろの場面の最初から， T2の発問Vて次いで， P.M ， p. S ， P.Aの応答のよう
vc，rかにを逃がしてよくやったよ ，という気持ちサ 「友だちを失ったふきを慰めあ気持ち叫左ど ，比
較的 ，多面的K意見が出た。そとで， T舎に次ぐP.Mの一面を否定する意見が出て ，かえって ，ほかの
子どもたちvc，再確認をする機会を与えて〈れた結果K在った。ちょうど両面の意見Kついて考えてい






き生きと してくる。 jである。ふきと父との気持ちを考え合がら音読し ，また味わわせるため ，表現読
みで終わった。とれまでの授業をかえりみ，全文章をとおしてのふきと父との気持ちを味わい ，最後K
余韻として残るものを子どもの心に感じ取らせるためである。
(2) 実験授業 ・調査結果の芳察のまと め
以上の笑!験授業および調査をとおして， 読みの継時性K即する文堂的文章の読みの指導法の成立すふ
ととの笑証を試みた。
















































調査問題 7・8・ヲ¥I[_対する実験授業生存級A ・6. aの応答結果を 〔表 2)でみると ，総合的念とら
え方令した子どもは少ない。授業前の調査では， 42人中， 1 3人 ，2 0人， 3人で授業後の詩葺では
1 7人， 1 8人， 8人である。しかも，問題 8Vてついては，授業後の方が 18入で設業前の 2崎だよb
少左〈左っている。とのととKついて以下授業の実際について検討してみる。
.a授業記録 A・6・aの⑤の問題場面のその 2
T1 かに海へは1.t.してやった よ。と言った時， .ふきはどんを気持ちだったでしょう。次のカ
ードに書き念さい。
P金書<0 ・……-















P 挙手 約 15人
む もっとかっていたいなどりおしい7まあJていう気持ちの人。
P 挙手 約 15人
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T母 は在してやったのでさみしい気持ちだと思う人手をあげてください。
P 挙予 約 10人
T9 はい ひと bの人でも ，いろいろの気持ちが入り交じって凶るようですね。ふきの気持ち
もきっと ，かわいい子がKをは在してやってきみしいよう念 ，また希望どおりKは在 して
やってちれしいよう左気持ちが入b交じっていたと思います。
b 調査結巣 (問題自の結果)
A 授業前 20人/42人 授業後 18人/42入 ( ;有意差1.1:し)
B 授業前 1 6人/42人 援業後 27人/42人 ( ;有意である )
く注>Bは(1)で述べた8校る年a坐級の場合である。
C 考察
ζのA ・6. aのその 2の授業記録をB ・6・aの場合と比べると第 1ttL子どものとらえ方の発表が
2・5人のうちK指導者の次の提示的発問Tsが行宏われ ，子どもと教師，子ども同志のコミュニケーシ
ョンが活発K行念われ念かったととが問題点として指摘できる。
次ttL，子どものとらえ方の板拠を表現から確かめる:場合の子どもの応答がT4 ttL続<P.N ， P.H ， p. 








その 1の場面で子どもはある程度の総合的フをとらえ方をするようK念.!?) 2 0人の子どもがとのとら







また ，子どものある意見K対して ，その恨拠を文章表現Vともどしてただし， 確かめる指導もた回せつ
であふ。
その 5の場印での子どもの総合的念とらえ万は，さらttL困難である。調査結果【表 2)の問 9ttL対す






































方，実験授業として，発達段階の視点から検討するため 5年にも行な 4 た。その5年の実験授業，調査
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結果からとのととについて検討してみよう。
〔表 2)の調査結果でわかる ように .問題7， 8 ， 9の総合的左とらえ方の結果同様。て ，問題 2， 4 
の謝査結果り ，6年cVC比べいちじるし〈低い。問題 2は，①に書かれている子がKの様子の具象的表現
K対するとらえ方をみたもので ，I，l'l題4は ，(めの剖分K警かれている ，②でかKの生活を想像したとと
からふさが子がKをは念しlていと うと して父K話した時のふきの気持ちのとらえ方をみたものである。
以下， A・5・aVC {91Jをとって述べる。









と K よって授業後の調査結果~みられふように多くの子どもが ， I二つの目で念Kかを見ているよ今宏
ととろがかわいいよ号念感l:OJゃ「大きをはさみをぶ足、ぶるふるわしているととろかかわいそろOJ念ど
のようκ文脈K即した・とらえ方をする ように念為。
授業前 45人中 16ノ、が文脈に即した応答をしたのに対して授業後は 28人に合っている。
5年の場合は .授業前の調査でも授業後の設資でも 6年K比べどの学級本望主しい応答が少f.rいとと
から ，特i乞下学年K念あほど ，また成績下位群の子どもほど ，文章表現の内容や文脈の理解を徹底する
ととがたいせつであるとJ思う。
①の子がκの様子に対して主観的Uてとらえ ，rぶかっ ζ うJIおも しろいJI強そうだJ念どと応答





















次V[，1"おとうちゃん ，とわから梅べへいこうよ。 J 1"海べへ ，もう時〈沿ってしまったじゃ含いか，





















だc J ( 6年女 ，下位群)
「ぼ({r;t，ふきのしたととは正しいと思う。ぽ〈だったらふきのよ今授ととは考えをかっただろ今。
ほ・くもかにをかったととがあふがみんな死んでしまった。ふきの芳えた海の小~1.?生き物付海へ止い号




















「ふきの思いやり ，やさ しい気持ちがよくわかります。お止うさんも ，ふさのやさしい気持ちをよく
わかって〈れて，おとうさんのふきを思う愛情が子がにKもよ 〈わかって，子がvcもいそいで逃げたで



























































ち芳いたよ今K思われた。 しかし ，その後の子どもの応答には「今す暗い感じJ i気持ちわるい」念ど
のとらえ方も発表された。授業後の ζの海べの情景拙写K対する感じ方κついての同題 4の調査結果で
は他の学級K比べ望ましい応答主主は最も少念かった。他の問題では ，A・5・aと同等か優位念応答数
であるがこの|開題にかぎり最も少在凶。(没おA・5・aは， 9 U介の援業がつど号κより 45分ずつ 1
週明おいて 2日間K分けられたので全体の問題について望ましい応答数が少ないものと思われる。)
との ように学級の他の子ど もも大笑加するとの子どもの発言は ，ζの寸こども俗人の性格?をどvcよる必
然的念 とらえ方かもしれ念加が .子どもの笑いが出るほど ，との文脈VCI';I.即さ7をいものであろう。そし
て ，ζの発言によって役わった教室の雰l姐気は ，指導者の即座の説明では容易I'L~，と K もどらず ， その
結果が調査に表われたものと推測される。
次はA ・6・aの⑤の問題場面その 5の場合の例であ7.'0
「ああ ，よかったね。と ，おと勺さんはどんす気持ちで言ったのでしょう。」の発同K対して， 子ど
もは ，Iふきにもそん念やさしい気持ちがあったのかとほめていゐ，Jiふきがいいととをしたから，お
と勺さんもいっしょK喜んでいゐ」などの応答κ次いで ，A男が 「いままでの人と反対だけど ，おとう
さんは ，ふきがかKを逃がしたととをばかにしてlnl.>o.l止応答し ，学紗全体が一瞬緊張した雰囲気κを
った。




しかし，A男の応答Kよる影轡は ，ふとあとまで雰臨気と して教室に残っていたよ今K思われ ，授業
後の調査にも総合的念とらえ方が少1H，他の 6年生.t!;JだいぶおとtJ， 5年と同じかそれ以下Kも考





















子どもは ， さらK. それを自分の主観をも って文章を読み ， 主題左り ， 心情なり~l-らえよ勺止する。
ζのよう1'(，文学的文章の読みの指導の笑際場面Kのぞむと，いろいろの制約を号け ，そのとらえ方







客観的合表現~J'l1J して読み味わうと言っても ， チどもは ， との点については困難左点がたいそう多い。
したがって ，教師Kとらえ方Kついての応答を要求されると ，子どもは自分の体験 ・興味 ・欲求・問
題意識左どKよる主観的合とらえ方で答えふととが多い。与えられた教材K対して，子どもの発達段階
が低ければ低いほど ，との主観性が強〈合り ， ヨ~%.i:的 ， 側面的会 ， あるいtl曲解した止らえ方さえする
ようK念為。
ぞとで客観的'f.t.諮 -句 ・文の内容理解の指導から ，文脈の指導を行合わをければ合ら会加。と勺し
て内容斑解の点からいちじふしく困難で歩れば .-その教材はその学年ゃ子どもKとって不適当と在ろう。
主題的念ものや心情の読み取.þ~はいり . ひととお D 答倒的合表現を理解しても ， 最も緊張度の高い
主照的かものの読み取りでtl.当然個人差によって各人各様K異左っfrrらえ方令する。との場合ひと
りひとりの子ども陪 ，比較的 ，一面的で ，わりきったとらえ方をしやすい。
との学級全員ひとりひとりが少しずつでも異をる止らえ方をした場合 . 止らえ方の類型ど止~ . その
型車山を文怠表現との関連でただし .他の子どもに納干与させるととがたいせつであふ。とのよ号K納得さ



























































ウ 文学的文章Uてほ ，具象的 .寓;意的 .f市調的念表現が多加。とのよ今 1.l表現VC対すみ子どもの読みに
は ，強い主観がはたらき， 以後の蹴みKおいて，悲怒的を読みや ，誤った読みをしがちにiZる。読み
の端末時牲に即して ， 未読部分を読み進言せ ， ま~J.、いは ， 既読部介を想起させるととにより ，とのよ号
念主観的左読みは意味体制化され ，表現K即した読みκ1.lる。
エ ふる場面Vておいて ，心情的?をヰのを読み取あため ，読みの継時性K即して ，来続部分を雫想し ，既
説部介を想起させる場合 ， その心t~にかかわる誇 ・ 句 ・ xを よ く理解示せ ， それらを契機止して行合
ちととがたいせつである。 ζの契機とさtる語 ・句 ・文は場面の変わる部文や ，意味内容の変わる部分
lて多い。
オ 一般K文学的文章の読みの指導でr.t.読みの継時性に即し， 文脈をたどり読み進め ，問題場面どと
にたちどま り， 来説部分を予想し ，玩説部外を怨起すみ指導!'l.より .一面的 ，怒意的合 唱ヰしくは ，
誤った読みから ，文章表現K即し ，意味体制化 ，集約が行企われ ，総合的で深い読み令するよう Kな
る。
ζれらのま止めは ， 読みの継時性~即すあ指導の立場からみた結論であるが ， 文学的文章の読みの指
導上の間車重点は ，lV ， 2 • (1)の授業結果の考察 ，および(2)で述べたとおりである。
ζの研究を行合うにあたり ，研究協力校としてど協，力をいただ凶た学校長，職員，念らびK児童に客足
〈感謝の怠を表する。事情κより:学校名をのせるととを省略させていただ〈。
との研究を担当したの比沢田 勉 ・大竹大三で，研究の結果をまとめ，執筆したのは沢田 勉でふる。
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